
 

１ 適用範囲 

 本資料は、バックホウを用いて行う次のいずれかに該当する小規模な土工に適用する。た

だし、共同溝工、電線共同溝工、情報ボックス工（ダンプトラック運搬を除く）および光ケ

ーブル配管工（ダンプトラック運搬を除く）には適用しない。 

 ・１箇所当りの施工土量が 100ｍ3 程度までの掘削、積込みおよびそれらに伴う運搬作業 

 ・１箇所当りの施工土量が 100ｍ3 程度まで、または平均施工幅２ｍ未満の床掘りおよびそ

れに伴う埋戻し、舗装版破砕積込（舗装厚５cm 以内）、運搬作業。 

 また、適用土質は、土砂（砂質土および砂、粘性土、レキ質土）とする。 

 なお、「１箇所当り」とは目的物（構造物・掘削等）１箇所当りのことであり、目的物が連

続している場合は、連続している区間を１箇所とする。 

 

２ 機械経費 

２－１ 機械経費 

 小規模土工(ICT)の積算で使用する ICT 建設機械の機械経費は、以下のとおりとする。なお、

損料については、最新の「建設機械等損料算定表」、土木工事標準積算基準書の「第２章 工

事費の積算」①直接工事費により算定するものとする。 

 ①小規模土工（ICT） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２ ICT 建設機械経費加算額 

２－２－１ 損料加算額 

 ICT 建設機械経費損料加算額は、建設機械に取付ける各種機器および地上の基準局・管理

局の賃貸費用とし、２－１機械経費のうち損料にて計上する ICT 建設機械に適用する。 

 なお、加算額は、以下のとおりとする。 

（１）小規模土工（ICT） 

  対象建設機械：バックホウ 



 

  損料加算額：5,470 円／日 

 

２－３ その他 

 ICT 建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３－１ 保守点検 

 ICT 建設機械の保守点検に要する費用は、次式により計上するものとする。 

（１）小規模土工（ICT） 

                            施工数量(m3) 

                         作業日当り標準作業量（m3/日） 

 

２－３－２ システム初期費 

 ICT 施工用機器の賃貸業者が行う施工業者への取扱説明に要する費用、システムの初期費

用等、貸出しに要する全ての費用は、以下のとおりとする。 

（１）小規模土工（ICT） 

  対象建設機械：バックホウ 

  費用：ICT 建設機械経費損料加算額に含む 

 

３ ３次元起工測量・３次元設計データの作成費用 

 ３次元設計データの作成を必要とする場合は、共通仮設費の技術管理費に計上するものと

し、必要額を適正に積み上げるものとする。また、３次元起工測量を実施した場合は、３次

元設計データの作成費用と同様に計上するものとする。 

 

４ ３次元出来形管理・３次元データ納品の費用、外注経費等の費用 

 原則、断面管理にて出来形管理を実施するため、標記経費は計上しない。ただし、受発注

者協議の上、面管理にて出来形管理を実施する場合は、必要額を適正に積み上げるものとす

る。 

 

５ 積算方法 

 受注者からの提案・協議により ICT 施工を実施した場合は、［ICT 建設機械使用割合 100%］」

を用いて積算するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保守点検費＝土木一般世話役(円)×0.05(人/日)× 



 

【参考】 

 １ 各作業に使用する機械・規格は，次表を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 掘削積込作業および積込作業 

  ２－１ 日当り施工量 

バックホウによる掘削積込および積込作業の日当り施工量は、次表を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 舗装版破砕積込作業 

  ３－１ 日当り施工量 

舗装版破砕積込作業の日当り施工量は、次表を標準とする。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 ４ 床掘作業 

  ４－１ 施工幅１ｍ未満 

４－１－１ 日当り施工量 

バックホウによる床掘作業の日当り施工量は、次表を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

   ４－１－２ 補助労務 

床掘作業の補助労務は、作業の内容にかかわらず次表を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

  ４－２ 施工幅１ｍ以上２ｍ未満 

   ４－２－１ 日当り施工量 

バックホウによる床掘り（作業土工）の日当り施工量は、次表を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４－２－２ 補助労務 

構造物等（共同溝を除く）の施工に当り土留方式により床掘作業を行う場合、土留材等

に付着する土（土べら）および腹起し・切梁・火打梁等により機械掘削出来ない箇所、小

規模な湧水処理等の作業のため、普通作業員を計上する。 

表 4.4 床掘り補助労務 （100m3 当り） 

 

 

 

 

 

 

 ５ 埋戻作業 

  ５－１ 適用範囲 

機械による埋戻し（敷均し含む）および締固めの一連作業に適用する。 

 

  ５－２ 日当り施工量 

バックホウによる埋戻作業の日当り施工量は、次表を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ５－３ 補助労務 

埋戻作業の補助労務は、作業の内容にかかわらず次表を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ６ 運搬作業 

  ６－１ 施工歩掛 

運搬作業の施工歩掛は、次表を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ６－２ 補正係数（Ｋ） 

舗装版破砕積込作業歩掛に対する適用土質（アスファルト塊）による補正は、次式により

行うものとし、補正係数（Ｋ）の値は次表とする。 

10ｍ3 当り運搬日数＝土砂の 10ｍ3 当り運搬日数×（１＋Ｋ） 

 

 

 

 

 ７ 単価表 

  （１）バックホウ掘削積込 10ｍ3 当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  （２）バックホウ積込 10m3 当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （３）バックホウ舗装版破砕積込 10ｍ2 当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （４－１）バックホウ床掘 10ｍ3 当り単価表（施工幅１ｍ未満） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４－２）バックホウ床掘 100ｍ3 当り単価表（施工幅１ｍ以上２ｍ未満） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  （５）バックホウ埋戻し 10ｍ3 当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （６）ダンプトラック運搬 10ｍ3 当たり単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （７）機械運転単価表 

 

 

 

 

 


